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平成28年度 「T-GAP」実践報告

深澤 夷—一ク
-J一人~ 建元喜寿仲本佳子熊倉悠貴

安藤愛後藤巻子高畑啓一

（平成 28年度 T-GAP授業担当者）

SGH事業の中心的課題は課題研究活動である。この授業では課題研究活動の基礎的素蓑である課題発見力

および課題解決力の育成を 目指 した。あわせて SGH事業の対象地域としている「ASEAN」についで学ぶ時

間を設定した。また本科目は本校総合学科教育の柱としての役割を担 うものでもある。本年度の実践につい

て報告する。

キーワード 課題発見 課題解決 ASEAN 卒業研究 SGH 

T-GAPの位置づけと目標

本科目は現3年次生が 1年次キャリ アデザインおよ

び2年次総合的学習の時間で実施してきた「つくさかグ

ローバルアクションプロジェクト (t-GAP)」をベー

スに、本年度国際科の科目として開設したものである。

本校ではこれまで2年次総合的学習の時間において、「 t

-GAP」のようなグループによる諜頓発見 ・諜題解決

活動と 3年次卒業研究につながる個人での課題発見 ・課

題解決活動を中心に授業を実施してきt=.oこれは課！圏仰
決型学習をまずはグループで行った後、その経験をいか

して個人の研究活肌につなげていくという意図で構成し

たものである。 学校設定科目 としての開設は SGH事業

の一環でもあるため、総合的学習の時間として実崩して

きた内容に力11えて、 SGH事業の主な対象地域である

ASEANについての見識を広げ、そこから国際的な日本

の立場や役割について考察する内容も加えることと した)

1 . 

本校のキャリ ア教育の基礎となっているのが、総合学

科開設以来いくらかの変遷はあるものの、 1年次「産業

社会と人間」・「キャリアデザイ ン」、2年次「総合的学習

の時間」、 3年次「卒業研究」という継続しだ学習活動で

ある（固1)。本科目においても、これまで総合的学習の

時間が担ってきた本校キャリア教育を支える年次ごとの

柱としての役割を持たせることも重要であっt~
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図1キャリア教育の年次ごとの柱

これらを諮まえて、 本科目では次の3つの目標を設定し

た'-0 

・アジア地域、特にASEANに関する基礎的 ・基本的な

理解を図りながら、国際的な日本の立場や役割について

考察できる祖点を養う。

• 国際的な視点を持って身近な課岨を発見し、協働しな

がらその諜題を解決しようとする態度を養う。

・自らの興味間心をもとに課堕を発見し、その認岨につ

いで糾視的な視点を持って探求していくための方法につ

いて理解し、 積極的に実践しよう とする態度を養う。

-20 -



T-GAPの科目開発は単年度で行うのではなく、来年度

以降も改善を重ねながら進めることになる。科目の目標

も基本的な考え方は引き継がれるが、生徒の活動状況な

どに応じて修正が加えられる。

2 科目の内容

本年度 T-GAPは以下のような内容で構成することと

した。内容についても来年度以降、本年度の反省等を闊

まえて改編される。

(l)ASEANを知る

ア ASEANに関する概要理解

イ AIMS (ASEAN圃成からの留学生）との交流

(2)GAP (グローバルアクションプロジェクト）の実践

ァ ［閲歯の発見

イ アクションプランの立案

ウ アクションプランの実行

エ振り返りと成果発表

(3)卒業研究への準備

ア 卒業研究のテーマ設定

イ 先行研究の調査と資料整鯉

ウ研究の構想

3 今年度の授業概要

科目の内容のうち、 (2)GAP(グローバルアクションプ

ロジェクト）の実践と(3)「卒業研究への準備」について

はII乍年度までの実績をもとに具体的な授業を組み立てる

ことができたが、 (1)「ASEANを知る」については初め

てのI芍容でもあったため、 2つの授業を展開することと

した。 A~糾 (IGクラス）は全6時間のASEANリサ

ーチを、 D組 (SGクラス）は全28時間のASEANゼミ

を実施した。特に SGクラスでll寺I間を多く敗ったのは、

SGクラスの生徒はSGH事業の国際フィードワークやi籠

外卒研支援プログラムなどでASEANの地域に加航した

り、またESD国際シンポジウムなどでも ASEANからの

留学生や招聘者と交流したりすることが多く、様々な場

面でのディスカッションに備える必要があったためであ

る。

以下、授業の具体的な展間について述べる。また

T-GAPの年間学齊計皿を資料1に示す。

3-1 ASEANを知る「ASEANリサーチ」

ASEANリサーチでは、 IGクラス 120名を 1班6名の

20班に分け、以下のテーマを割り振って調査活動を行っ

た。テーマは以下の近りである。

01,....._,10班

アセアンの国をそれぞれ lか国担当し、その国の概略

と具体的なトピックを各班で選びまとめる。

インドネシア，カンボジア，シンガポール，タイ，

フィリピン，プルネイ，ベトナム，マレーシア，

ミャンマー，ラオス

011,,..____,20班

アセアンに関する具｛詞りな課隠に取り組臼

・日本とアセアンの貿易

・日本とアセアンの歴史① （平和の視点から）

・日本とアセアンの歴史②（人的・文化的視点から）

・日本で働くアセアンからの看護師・介護士

・アセアン地域で働く日本人

・アセアン均成における日本語教育について

・日本とアセアンにある世界遺産について

・日本とアセアンをわたる鳥たち（環境分野の研究）

・日本とアセアンで活躍するNGO

・日本でアセアンの皆さんと交流するには

・日本とアセアンのポップカ;v=J―ヤー

調査結果は、最終的にポスター1枚に英語でまとめた3

平成28年5月28日（士）には、筑波大学が実施してい

る大学の世界展開力事業「ASEANInternational Mobilicy 

for Students (AIMS)」に参加している ASEAN各国の大

学生約30名が来校した。この際、シンガポールを除くア

セアン9か国から参加があった。「留学生参加型ポスター

セッション」とし、英語の間違いや内容の違うところを、

ポスターに直接書き込んでもらった。生徒にとっては、

自分たちの調べたことを、その国の人に直接見てもらえ、

モチベーション高く活動に取り組むことができこ

3-2 ASEANを知る「ASEANゼミ」

ASEANゼミでは、「ASEANを知るための50章」（黒

柳米司・金子芳樹・吉野文雄編著 明石出版2015)を参

考書として、生徒一人が参考書の各一章を担当し、持ち

時間 20分程度の授業（講義）を行う形式で実施した。

「ASEANを知るための50章」は大学生または一般社会

人を対象として編集され、内容は「ASEANを多面的に
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取り上げ、それへの関心を導くとともに、アジア太平洋

地域の複雑で微妙な文脈のなかでASEANを理解する視

線を養うために編集された」（出版社HP) と紹介されて

いる。それぞれの章は4ペー汀匂度で記述されており、

生徒一人が担当する分量としてはそれほど多くないもの

の、そこに書かれている内容を理解するためには、自分

の知らないことばなどについて、かなりの時間をかけて

闊べることが必要となる。授業にあたっては必ず補均Jプ

リントや提示資料などを用意し、授業を受ける佃lの理解

が進むよう工夫することも課題とした。 ASEANゼミを

実施したD組は37名であったため、50章の内の37章を

選んで、生徒に自分が担当したい部分を選択させた。 50

章の内容を資料2に示す。資料内の※は今回の授業から

除外した項目である。

評価は、

〇担当した章の授業内容（提示資料など）と補助プリ

ントの教員評価

信担当した章の授業内容（提示資料など）と補助プリ

ントの生徒による相互評価

③テスト

④ヒアリング

虚峙別公演後のレポート

で行った。④のヒアリングは集団面接形式の聞き取り試

験である。その際のヒアリング質間項目と評価の観点に

ついて資料3に示す。また、 ASEANゼミ終了時に生徒

に書かせた授業に対する自由記述コメントを資料4に示

す。

3-3 GAPの実践

GAPの活動は、 IGクラス 120名を l班6名の20班に

分けて実施した。各班で「グローバルとは何か、グロー

バルな課隠とは何か」を話し合い自分たちで課題を設定

い夏休みから文化祭にかけて、「小さなことで良いので、

何か自分たちでアクションをしてください。」と指示をだ

した。諜題設定が難しかった班、グループのメンバー間

のチームワークが取れなかった班、リーダーが悩みを抱

えた班など、様々であったが、それぞれが課題を設定し、

アクションを行うことができこ表1に各班の活動テー

マを示す。また各班の活動状況と指導担当者のコメント

を、資料5にまとめた。

調べ学習、それをもとに提案を行うことは、多くのと

ころで実施されている。しかし、実際に世界の課題を解

決しより良い特続的な社会を構築していくには、どんな

小さなことでも自分が当事者となりアクションを起こし

ていくことが重嬰であるとの考えのもと、本校のグロー

バル人材育成活動ではアクションを重視している。班に

よっては大変なところもあったようだが、観光地の外国

人観光客にインタビューをした生徒、 NPOと連携を図っ

た活動を行う生徒、校内の畑を活用して活動を行う生徒

など、それぞれが考えたアイデアを実践することができ

た。平成28年10月8日および15日の2日間にわたり、

パワーポイントでまとめたプレゼンを全ての班が実龍し

た。班により、ばらつきはあるものの、自分たちが実施

した内容だけに、非常にレベルとモチベーションの高い

発表が続いた。次年度以降も「当事者」「アクション」「小

さなことでも」をキーワードに活動を実施したい。

評価は、

①各授業の活動レポート

◎担当者によるグループの活動評価

③成果発表会の内容・プレゼンの教員評価

①成果発表会の内容・プレゼンの生徒相互評価

⑤ヒアリング

⑥活動の振り返りレポート

で行った。①のヒアリングは集団面接形式の間き取り試

験である。その際のヒアリング質間項目と評価の観点に

ついて資料6に示す。

表1 GAP活動グループ別テーマ

3-4 卒業研究への準備

卒業研究は3年次におかれているJ学佼設定必履修科目

である。 3年次の 9月以降は入試のための準備が本格的

に始まり、時間をかけて詞隠研究活動に向き合う時間が

少なくなるとともに、生徒自身の気持ちの影響もあって、

例年研究そのものを進めることが難しい状況となる。つ

まり研究に取り糾むことができるのは3年次の 1学期と

夏休みということになる。そのため3年次になり卒業研
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究の授業が始まってからテーマ設定を行ったのでは、実

質の活動時間はほんのわずかとなってしまう。そのため

平成 16年度より 2年次の総合的学習の時間を利用して、

卒業研究のテーマ設定に関する指導をはじめ、 2年次末

に卒業研究の構想発表会を行うようにした。このため

T-GAPの内容に総合的学習の時間で実施していた卒業

研究に関する学びを含めることは必然的に求められt~

一方で本科目は SGH事業の一つとして開発を進めてお

り、翡堤姐研究活動である卒ー業研究のための時間を科目の

内容におくことは SGHとしての成果を上げるためにも

重変なことであると考えている。

翡堤且研究活動で生徒が最も苦労吋―るのが、研究のテー

マ設定である。テーマ設定の仕方についてはカナダ校外

学習において個人課題研究を行ったが、その場面でもテ

ーマ設定に関する考え方や具体的方法について説明を行

っている。また、 GAP活動の翡褪園発見の場面でも同様の

活動を行った。卒業研究のテーマ設定の段階においては、

再度同じような説明を行った後、約40日間をテーマ相談

期間とし、自分が考えている卒業研究のテーマについて、

昼休みや放課後の時間を使って、最低でも本校教員3名

とディスカッションするという課隠を与えた。教員には

相談の対応と、事前にアポイントメントを取るなど、祖

談をお願いする場合の基本的な態度についての指導もあ

わせてお願いしここのオ目談を受けて 12月にテーマ発表

会を行った。また、冬休みには先行研究や参考文献の調

査とそれをもとにしたレポート作成を課した。その際、

レポートの評価に関する基準を示し、生徒がレポートで

何を求められているのか認識できるようにした。生徒に

1記布したプリントを資料7に示す。

今後生徒は具体的な研究活動に移行していく。研究が

進んだ場合、 3月の構想発表会で中間発表会程度の成果

を発表する生徒も出てくる。来年度 4月からは生徒 10

名につき l名の科目担当者がつくことになるが、現在は

7名の科目担当であるため、来年度の卒業研究の担当予

定教員に、特に進捗の早い生徒の対応をお顧いすること

となる。逆に苦戦していたり、早々にテーマを変更した

りという生徒も出てくることが予測される。生徒の卒業

研究に対するモチベーションを下げることなく 3年次に

引き継ぐことができるようそのような生徒ヘサポートを

していく必要があると考えている。

評価は

①第一次レポート（主に先行研究まとめ）教員評介lfi

②第一次レポート（主に先行研究まとめ） 生徒相互評

価

③第二次レポート（主に研究計画）の教員評価

①活動報告書の教員評価

で行った。

4 科目の評価

今年度は科目の目標を3項目立て、その目標を達成す

るために3項目の授業を展間した。SGクラスは内容(1)

の「ASEANを知る」に重点をおいたため、内容(2)0) 

「GAPの実践」を行っていなかったり、 IGクラスは逆

に「ASEANを知る」の内容が 6時間とかなり少なし寸l寺

間配当になったりした。本来は目標としたことをすべて

i勁文できるようにバランスよく授業を展開することが必

要である。一方、科目開発をしていく場合は『人巧予的にい

くつかの方法を試したり、生徒の活動時間を十分にとっ

て効果は上がるのか、逆にあまり生徒の実態に合ってな

いのかなど確かめたりする必要も出てくる。これらをま

とめて次年度の科目担当者に報告し、授業内容改善に役

立てもらうことになる。

T-GAPは SGH事業の一つとして開発を進めているも

のであるが、科目開発のための委員会等が組徹されてい

るわけではなく、科目担当者が企面・授業立案から冗際

の授業、授業後の評価に至るすべてを担っている。その

ため、それぞれの年度の実践誓が十分に引き継がれない

と、科目の内容が深化せず、科目の開発としては不十分

なものになる。

現時点で科目全体を通した評価は終えていないので、

それについては次巻研究紀要等で報告することとする。

（この実践報告は平成 28年度筑波大学附属坂戸高等学

校総合学科教育研究大会の資料集に発表したものを、改

編して掲載しています。）
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【資料1]T-GAP年間計画

H28 T-GAP 年間計画

回(IG) 回(SG) 月日 内容 IGクラス SGクラス 備考

4月16日 キャリアデザイン追加指導 キャリアデザイン追加指導 対象生徒

-- - --—... 人・--- ----・ ―- ---・ ー^
4月23日 キャリアデザイン追加指導 キャリアデザイン追加指導 対象生徒

... ・・--・-一幽~ —------ -----------------幽・------幽・--·--—------幽--------ー----幽~―-----
4月30日 キャリアデザイン追加指導 キャリアデザイン追加指導 対象生徒

. . . 幽.. 雫.. . . -囀~ ―-----------・・- 學. - -- - --- --- - - - - -

1 1 5月7日
IG ASEANを知る

ASEANリサーチ① ASEANゼミ①
SG ASESANを知る. . . . . 響• ・..幽．．一..疇.-... ー・ ・~．．．~幽ヽ● ... 芦幽.....-. ．．響阜曇...-. -... 呻・・・~ ー・・・・—--···-·

2 2 5月14日
IG ASEANを知る

ASEANリサーチ② ASEANゼミ②SG ASESANを知る

3 3 5月28日
IG ASEANを知る

ASEANリサーチ③ ASEAI¥Jゼミ③
ASEANリサーチ

SG ASESANを知る 、、.,.,_さ~m,

呵 ー・.-• •• -------------・ —----—•— ---ー—----• • ---'一-・一土ー--------
4 4 6月4日

JG ASEANを知る
アイデアを形にする① ASEANゼミ④SG ASESANを知る

・・---・-・・ ーー・..—~- ---ふ-雫-・-・--・-・-・・・・・-・・・ ・ー・...---・ ゃ・---・-・・ ------・-・ 
5 5 6月11日

IG ASEANを知る
アイデアを形にする② ASEANゼミ⑤

SG ASESANを知る
. 鼻• 幽•・.---一~疇----・・ ------. ----. -.. ---ー・--.... -響．．．幽..---. -. -. 量...-.. -. キ.-

6 6 6月18日
IG ASEANを知る

アイデアを形にする③ ASEANゼミ⑥SG ASESANを知る

7 7 6月25日
IG ASEANを知る

アイデアを形にする④ ASEANゼミ⑦SG ASESANを知る

8 7月11日 SG ASESANを知る ASEANゼミ⑧
特別講演会

黒柳米司先生
學--------- -------.••• ・・-----•• --・ 幽・-―・--.----. ---------------- --

8 ， 7月14日 IG ASEANを知る
映画鑑賞 映画鑑賞 fTlle True CostJ 

SG ASESANを知る
--. ---. . " .. " .. 疇.-讐------·------疇• 幽~幽.--. -呵....・．．．．．．疇● 囀•疇..........疇• 幽．．~．．“ ー・

10 7月19日 SG ASESANを知る ASEANゼミ⑨
特別講演会

首藤もと子先生
-- - . -----._ -------・.. ------~ --一-·-—ー-------→ ・ヽ---一・------ー・---------・一..―・---・ 

夏休み期間 IGGAPの実践 アクションプランにしたがって活動

11 9月3日 IGGAPの実践 夏休みの活動振り返り 夏休みの活動振り返り 宿題の提出

＾^ー -- -→ --心-----------→ ・----- --• -•• 心------~ - • -------

文化祭 IGGAPの実践 アクションプランにしたがって活動
----------------.. -----"------.. -----------.. --------・ 血----- ----・ ， 12 9月17日 IG GAPの実践

活動の振り返り ASEANゼミ⑩SG ASESANを知る
'-------.... - ー、---—.—-----―-一ヽ—-- - --'一--·------- •—~------、-·-· ·- ~~-- -·--~~·--—----――ゴ --~·--~-----・-・-・--―------、-・---~"-------ヽ-·-~--

10 13 9月24日
IG GAPの実践

報告会準備 ASEANゼミ⑪SG ASESANを知る
~ ~ 

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

11 1 4 10月8日
JG GAPの実践

報告会準備 ASEANゼミ⑫SG ASESANを知る

1 2 1 5 10月15日
IG GAPの実践

報告会 ASEANゼミ評価テストSG ASESANを知る
—~------ ---• 鵬.~-~-- ~---~k ~____ ,. __~ ー・-'' ---~~~-~--~.-.. ' ' ~-~--~----~ ' ' '―ヽ込-~~

13 16 10月22日
IG GAPの実践

親告会 評価ヒアリングSG ASESANを知る
・・・・・・・ • • ~V• 心囀.．．幽~・.--. 言.-. --● 響~響-----------・“響•● -----------------------

14 1 7 10月29日
IG GAPの実践

評価ヒアリング AIMS(筑波大学留学生）交流会 AIMS来校
SG ASESANを知る

・-・-・雫ゃ・ー・----―---~----------・-----.. -・-----------·---~---・----・-・---~~-----~------·-·-―---り~ヽ·~----、
15 18 11月12日

IG卒業研究への準備
卒業研究テーマについて① 卒業研究テーマについて①SG卒業研究への準備

~ ~ ~ ~ -- . ヽ

16 19 11月19日
IG卒菜研究への準備

JICA OV講話 JICA OV講話
JICAOV 

SG卒菜研究への準備 8名来校

17 20 12月3日
IG卒菜研究への準備

高校生活の振り返り 高校生活の振り返り
教貝免許更新講習

SG卒業研究への準備 開授業
~ ▼ ......  ........ . ··················~- . . . . . . . 響.. . . . . . . . . . . 幽~．．．＊•疇.....、

18 21 12月10日
IG卒薬研究への準備

卒業研究テーマについて② 卒業研究テーマについて②SG卒業研究への準備
~ 幽.. .. -------.. ― -• 『•• 雫囀.. . --. . .. -疇..---. ・・・・-... ー・-. 囀.-

19 22 12月17日
IG卒業研究への準備

卒業研究テーマ発表会 卒業研究テーマ発表会SG卒葉研究への準備
f---・-. ----・・--・、ヽ---・・------・-----・-、--・----~----------・・・、・・-一―、“ー-ー------——-·-· 一---~----

冬休み期間
IG卒菜研究への準備

先行研究調査まとめ・レポート作成 先行研究調査まとめ・レポート作成SG卒業研究への準備
＇ 

20 23 1月28日
IG卒莱研究への準備

構想発表会に向けて① 構想発表会に向けて①SG卒莱研究への準備..... ● .. 學.- ---.. . . . . . . . . . . . ... 疇．．．“・幽~ ．． ... ー・・神 ー・• • • • • • • • • • • • • • • • • I•• 

21 24 2月4日
IG卒菜研究への準備

構想発表会に向けて② 構想発表会に向けて②SG卒業研究への準備
響ーー・ー・ --. -------------... ------- -----・ 『-------囀"――

22 25 2月25日
IG卒莱研究への準備

卒業生と語る会 卒業生と語る会 卒業生18名来校
SG卒菜研究への準備

→ ヽ喩虻..→ 9 ~ 囀雫------ ~ ~ “＇・.-. 一ー疇 一ヽ•言.----幽~――-― → ヽV V V• • V V• V V V V - V V V V • V V・・言.---. --

23 26 1月28日
IG卒業研究への準備

横想発表会に向けて③ 構想発表会に向けて③SG卒菜研究への準備

24 27 2月4日
IG・ 卒業研究への準備

構想発表会に向けて④ 横想発表会に向けて④SG卒菜研究への準備響......一疇.. " " .. " . . . . . . . . ........... 幽.. . .. -・・-や● 曾•● . -. . -.. -. -.. 中--・・.--

25 28 2月17日
IG卒菜研究への準備

プレ構想発表会 プレ構想発表会 総合学科研究大会
SG卒業研究への準備

-. . --. -...... .. -. . . . -. . . . . 一.-. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

26 29 3月1日
IG卒菜研究への準備

構想発表会に向けて⑤ 構想発表会に向けて⑤SG卒菜研究への準備言囀.-. ---幽• ・-・-・・・・・ 一疇..--.... 言-----..... 言...響• ------------.. -----------------

27 30 3月9日
IG卒葉研究への準備

構想発表会に向けて⑥ 構想発表会に向けて⑤SG卒業研究への準備
. . . . . . ------ --・------------- • • • • - • • • • •••• - •• □ •• - - • ー`

28 31 3月10日
IG卒業研究への準備

構想発表会 構想発表会SG: 卒業研究への準備
. . . . -.. ー・・・.. . . . . . . . . . 令.. . . . . . . ...  . . . . . . . . ・・.. . .......... -. -. 

32 
3月16日 IG卒菜研究への準備

課題解決トレーニング合宿 テラス（株）の協力
~3月l8日 SG卒菜研究への準備
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【資料2】 「ASEANを知るための 50 の各項目

I ASEAN生成発展の歴史
第 1章 ASEAN袖史 洵洋部東南アジアの地域紛争
第2章 ASEANの誕生 和解から提携ヘ
第3章 ASEANO)発展過1・呈 危機・離怯• そして「成功物語」
第 4章 ASEAN拡大の軌跡 ASEAN-5から ASEAN-10ヘ
第 5章 ポスト冷戦期のASEAN 自信に基づく自己主張
l1 ASEANの制度と機構
第6章 「バンコク宣言」 ASA設立文書との類似l牛
第 7章 ASEANの事務組織~ トする最小限の糾織※
第 8章意息決定機関 各I国が平等な立場で参加※
第 9章 ASEAN首脳会議 最高意思決定機開となって重貞を担う※
第 10章 ASEAN 議長国一—ー合意成立のための仕糾みと利害反映の手段※
第 11章 ASEAN)JI!盟手続き 地域協力への通過点※
第 12章池域機構の国際比較 評仙のための 3側由i
第 13章 トラック 2 ASEANを支える貴重なアクター※
第 14章 ASEAN Way-ASEAN成否の鍵
第 15章 四政不干渉原則—-ASEAN 晶本原則と実態
第 16章 ASEANのテロ対策 非伝統的安全保障への模索
第 17章 東附アジア友好協力条約＿地域平和のための基本条約
第 18章 プレア・ビヒア寺院紛争-ASEAN型紛争解決のモデル？
第 19章 タイの政情不安と ASEAN―~民主化先進国の挫折
第 20章 ASEAN 域内紛争――—多様な紛争への対応
第 21章 エスニック間題――-「多様性のなかの統一」を阻い諸間題
第 22章 ASEAN憲章一ーその意義と課題
第 23章 ASEAN政府間人権委員会一-ASEAN人権機構の理想と現実※
第 24章 ASEANと市民社会 共同体設立後の民主化の展望※
第25章非伝統的安全保障 新たな腐威と新たな対応
第 26章東ティモール独立間題 東南アジア最後の独立国
IV 経済協力と地域統合
第27章 ASEAN 経済協力の史的展間~済協力の始動から経済共同体まで
第 28章 アジアi祖貨危機の衝撃 災いを奇貨とした対アジア地域協力の拡大
第 29章 ASEAN自由貿易地帯一ーアジアにおける FTAの鳴矢
第 30章 大メコンl忍開発一~インフラ整備が後発地域を変えるか
第 31章 ASEAN型協力の展開 自由化・インフラ整備・格差是正※
第 32章観光をめぐる協力 競争のなかでの協力※
第33章環境間題 地域的取り糾みとその限界
第34章 ASEAN連結性強化 域内格差是正へのマスター・プラン※
V 広域地域秩序の構築
第 35章 アジア太平洋経済協カ アジア太平洋の持続的繁栄ヘ
第 36章 ASEANの会議外交 象徴としてのARF※
第 37章 EAECとASEAN+3 「東アジア」の概念とその端緒
第38章東アジア共同体・首脳会談 構想の展間と実現に向けた11廿折※
第 39章 TPP・RCEP FTAAPへの2つの可能性
第 40章 ASEANの「地域間主義」 「地域」対「地域」の連携ヘ
VI ASEANの対外関係
第41章対中経済関係 中国の経済攻勢をどうはね返すか
第 42章対中政治関係 中国から見たASEAN
第 43章対米閲係 取り込みと排除の桓互作用
第 44章対日関係 吉田ドクトリン・福田ドクトリンから安倍 5原則へ
第 45章南シナ洵廿且遁 島礁と資源をめぐって
第46章 日米中関係と ASEANの中心性 ASEANの到達点
Vil ASEANの展望と評価
第 47章政沿安全保障共同体 共同体の三本柱の一つ

第48章経済共同休 課題と展望
第49章社会文化共同体 人々中心の共同休へのアプローチ

第 50章 ASEANの評価と展望 深化と拡大の二重課題

※は今1口の授業で取り扱わなかっ
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［資料3】 ASEANゼミヒアリング 質問項目と評価の観点

ヒアリングfい（質問項目と評価の観点）

［取り組む姿勢l
Ii 

項目 1: あなだは ASEANゼミ(])授業をするにあたって、自分で納唱できるくらいの準錨をしましたか，，苦労したことはとういうことですかまだ、
参者芭以外のものを参巷としましたか，• した楊合は、具休的に挙げてください、

評価の観点

授業準備を納潟できるまで

他の参老又献 。

゜I 

今後気をつけだいこと意識したいことが
I I . 

説明できる

他の参老文献を

2
 

3
 

参菩又献の内容が

説明できる

ヒアリング?;;"(質問項目と評価の観点）

［アイテアカ企画力）
Ii 
項目2:自分以外の授業の中でもっとも印象に残っているの1芯 ~ff(])授築ですかまた、それはなぜですかまた今後このような視会があった~_) L.. 砂
ような点に気をつけたいですか"

評価の観点 評価

他の人の授業が

興味を持ったポイントが

2
 

今後気をつけたい点

っ)

気をつけだい点が

説明できる 4
 

'C三 =::)-5
ヒアリング3(質問項目と評価の観点）

［課題発見力l
II 

項目3:あなだは ASEANゼミを通して同を字ひましたか，．一つあげてくださいまだ、そのことを学15,前と現在とであなた自身の考え万はどのよ―
に変化しましたか

評価の観点 評価

学んだこと

2
 

自分の変化を

具体的 っ)

変化の内容が

説萌できる 4
 

＼ 異体的 ←5 
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【資料4] ASEANゼミの感想

本の内容をわかりやすくまとめて、皆にわかりやすく設明することが大変でした。自分もしっかり理解できていないのに

皆に教えることが難しかった。・・・・・・・・・・ ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・ー・・・・・.,..................... ・......ー・・・ー・・・・・・・ー・・・ー............・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一.....................ー・..............

今回のASEANゼミを通して、ゼミを行う前はASEANという名前だけを知っているという浅い知識に過ぎませんででしたが、

ゼミを迎してASEANマスターとまでは行きませんが、 ASEANについての基礎知織程度は身につけられたと他の授業やニュー

スを見ることを通じて感じました。 1仕界の中でも注目を浴びていて、これから重要な役割を果たしてくるASEANについて知

ることができてよかったと恩います。．．．．一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・.................・・・一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・ー・・・ー・ー・ー・・・一

今回、初めて八SEANに視点を置いて考えて自分の冒のメリットが1¥SEANにと ってデメリットであること等に気づくことがで

宣］こs,___ --------------------------・--------------------------------------------------~----------------------------------------------------------・---・---------―ー・-----------
みんなが自分なりにまとめてくれていて、分かりやすい授業だった。妍開やニュースでもASEいについて流れると江麿して

みるようになった。
最初は全く意味が分からず大変だったけれどいろいろな人の授業を開いているうちに理解できた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

授業をする 13のことを予想して作りました。作っている間にどんどん分からない部分が出てきて、自分で調べることが多

く、大変でした。しかし、自分で理解してから桃んだ授業なので、かなり緊恨すると思っていた授業が楽しくやり終える

ことができました。私は将来小学校の先生になりたいので、教壇に立つ最り］の授業と思うと、とても熱が入りました。．．ー・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・今-・・・・~・--・・・...・ー・・・・・---・・・--・・--●・・・・・--・-・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・....、・・・--・-・・・・・・・-・-・・・・・・・ー・ー・―.....・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・--・--・・・・・・・・・--・ ● ......... . 

今回のASEANゼミを通し、 ASEANについて知れたのと同時に内容をかみ砕いてクラスの人に伝える籠しさを知った。自分の

投業で見つかった改善点など今後の活動に活かしてlJぎ］こい。
.~ ・~ ~ • ~. ~ ~ ~. 

最近妍間をよく紐む0)ですが、その時に「事前に基礎知識を知っているだけでも理解度は違うな」と感じました。アセア

ンに限らず様々 なことにおいての知識をもっとつけ、そのうえで判断できるようになりたいと思います。.... ● -............. ・・・--・・・-・・・・-・・・、・・・・・・・・・・ —----··-·- · ······· · ·· · ·· ··· · · ··· ·- · 、·-·...・---・ ・--・-.. .ヽ..ー.--・-・・--・-・・----・-・-・ ・・-・ ・--..... ・...・...・一-・-・・・.・-・........ ・・-・-

ひとりひとりその人らしい解釈で説明してくれて分かりやすかったし、楽しかった，
aseanについて学習してみて、日本が援助をしていたりなど日本との閉わりが多くて驚きました。アセアン諸国はどんどん

発l展をしていて、将来一緒に仕事をすることも増えてくると思うので、この機会にもうすこし深く学べたらいいなと思い

店・・ーし］三···-------·-------·---------------·~-·-・・-·-·~-- ----·-·-~--·--~--·--~---·--------·-----·----------·--·-----

本の内容が籠しく、ど0)ようにわかりやすい授業を作るか苦戦しました。みんなの授業を間いているときに、もっとこう
すればよかったなと思うところがたくさんあり、目分の不甲斐無さに蕗ち込みました。出来ることならば、もう一塵授業

を行いたいです。反省点もたくさん見つかりましたが、人の前に立って何かを教えるということの籠しさを学ぶことがで

きま した。 「自分の伝えたいことを明確に伝えるためにはどうすればいいのか」を考え、準備をしつかりしていきたいで

>~.Q...••.•..• ● ー・........-............. ・-.............. --・・・--・-・ ・--・ ・-ー・・-.. ・・・・・-・---・--・・・・・・-・.... ・・--・-....... ー・.....・・・・・-・--・・・・・・-・・-・・ ・・・-・・・ ・・-・-・ ・・-... ・-.......... ・・・・・・・. ・-....•.. ・・--・・・・ ―→ ・・・・・--・・・・ ・.........

今日0)ゼミがなければ、 ASEANをこれほど深く知ることはできなかったと思います。また、対外開係についても考えさせら

］り多く自分の視野を広げることができたと思います。
専『］）］］語とか政治の話か多くて麗しかったけれど、みんなの要約が上手だったので理解しやすかったです。あのASEANの本

よりはみんなのプリントのほうが読みやすくわかりやすいのではないかと思います--・・-・・---・・--・-- -・---・---------------・----------- -- -- -~- ---------・------- ----・---------・. ・-----. ―・-----タ----・-------.. ---------・ 
ASEANの授業を行って、 ASEANの歴史や米国との関係性について知ったので、それを元にASEANの課題の解決怯について考え
たし＼と恩った。

ASEANのこ
1----・・ ・--・・・・ 

とについてここまで深く学ぶことは今までなかったのでとてもいい経験になりました。

闘いというワードはllt1いたことあり、アジア囚のI!!の集まりだ、くらいの認識しかなかったのですが、それがもう少し、
探まりました。~ 、--------··--、~．、ヽヽヽ•・ヽ・・--- ● ··-·•··---·. --・-・ ・ヽ--・・・ヽ-・ .ヽ...ヽ—ヽヽ... ヽ - - - -•、 --------・.. -・-、→・-へ・-・ー・ヽ．、 --ー・-・● ..... —.. ―-・-・ ヘ・・--・-・・ .ヽ..・-·-··•······- ·-、 ‘● ·· ·· ···、ヽ··-·、,-.、----···-·••-- --•、 ・・-・-・ 一 —ータ----··- - ●-·-•-·---·- ..•.... ●―•ヽ

筑坂は八SE.ANと開わりの探い学校なので、 ASEANについて詳しく知ることができて良かったです。いEANについてのニュース

が多く報道されるなか、何が問題なのか何が原囚なのかまだまだ分からないこと沢山あります。なのでこの授業を通して

八SEANについて興味を持ち、情骰を仕入れたいと思いま］亙
授業プリントが工夫されていてよかった。例えば、手書きの人は、似顔絵を描いたり、パゾコンではできないことをして

いだ。そして、パワー素イントを使った授業ではアニメーションを使っていてわかりやすかった。みんなのレベルが高く

□記□玉業でした。 ---~~ 
攣 ANと他の地域との閉係は小さなことから大きな問題まで様々 な出来事の積み重ねでできているのだと知り、私も 11頃の

友達との関係を大切にしたいと思った。・-・・・・・-・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・.................、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、ー・・・・・・・・・・・・・..ヽ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・-・・・・・・・・・・-・・・・-・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・

この学習を始めるまでは、 ASEANは完成した共同休なのだと思っていたが、調べた知れば知るほど不完全な点や、経済や安

仝協力の点での課題など、自分の知らなかった内容が多く奥味がわいた。自分の知らないものを知るという面白さを改め

□吸し立こーとができた。 ~ ~ -・ー・＿ 一●●●ーー・ー・

今まで日本から近いの八SEANのことについてとくに考えたことがなかったので今回のT-G八PO)授業はためになった。・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・-・・・・・・・・・-・・-・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・-・・--・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・-・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...・・・・・-・・・・・・・・・・-・・ 

AS! 州ANという名前しか知らないところから始まった八SEANゼミでしたが、約20日の授業を通して、加盟1月や今t問題になって
いること、そしてその歴史など、少しは知識がついたと思います。今回学んだことは、ただ知って終わりにせず、ニュー

スなどに出てきたら注目して見ていきたいと思います。
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【資料5] GAPの実践 生徒の活動状況と担当教員のコメント

「食品ロス～フードドライプ話動～」

［活動概要】

日本での食費ロスは年間 632万トンにものぼり、これは世界中で行われている途上国などへ向けた食料扱助の鼠のおよそ2倍にあたると

もいわれている。また、そのうちの半数以上が家庭から1且されているとの報告もある。この事実に諜加意識を持ち、坂戸市役所へ現状調査

に行くことから始めた。実際、坂戸市では具体的な取り糾みがなされておらず、川越市、 mr和市での調査を和し＼、フードドライプを行って
しヽる団体で活動ボランティアをした。さらにその経験を活かし、本校文化祭におt、ヽて全校化徒、保泄者を対象にフードドライブ活動を実施

した。残念ながら文化祭では食品は集まらなかったが、その後自分たちの活動を振り返り、それまでの活動に改善を加え引き紐き活動を進

めた。最終的には川越市の団体へ食品を屈けることができた。

［担当者より】

「W:界には食へられない人がいるのに、こんなに食べ物が捨てられてI., るヽのはおかしし‘。
けれど、自分たちには何ができるのだろう？」活動を始める前は1月分たちの無力さを晩くばかりだった彼らが、「自分たらにできることか

らはじめよう！」と気持ちを切り｛脊えてからは、メンバーそれぞれの特徴を~I".かし、精力!'1りに活動を行った。この話動を迎し、校内のみな

らず、外部の人たちともつながった経験、また食］石ロスから見えたそれぞれの調リ出を、これからの学びに生かしてし‘つてほしい。（｛巾本 仕

子）

「ペットボトルキャップの行方を探る」

［活動概要】

発展途上国では文房具すら揃わない現状を知り、文房具を屈ける方法を探した。しかし、調査を進めれば進めるほど、疑間点がわし、てき

た。どこの団体を通すべきか、そもそも集めた文房具は本当に現地に届くのだろうかと。メンバー17、］でのコミュニケーション不足も）JIIわり、

活動は暗1¥化に乗り上げていた。あるとき、校内で集められてし‘るペソトボトルキャップが途上国の子供たらにワクチンを屈ける活動だった

ことを知り、活動は再開した。近隣のスーパーマーケット、コンビニエンスストアに調査に出かけ、校内に設附されてしヽる白動販売機会社、

キャップを集めてしヽる団体にインタビューを行った。実院、このペットボトルキャップ回収でワクチンを届ける話動には不透明な部分が多

くあり、少なくとも本校でのリサイクル活動におしヽて、ペットボトルキャップ回収の必要はなしヽことがわかった。

［担当者より］

メンバー一人ひとりが「訛かのために何かをしたい」という息しヽを持ちながらも、自分と他者、世界とのつなかりの扱点を見出すことに

時間がかかった。決められたことをするのではなく、思いを実現するために必要なことを探り、自分自身に正直に向き合った彼らにとって、

本校のリサイクルの什嘩且みをあらためて校1村に発信できたことは大きな成果だった。この活動を通して体験したコミュニケーションカを今

後に生かしてし~ っヽてほしし＼。（仲本 仕子）

「途上国の教育環境整価へ向けて」

［活動概要】

本校では各教却こエアコンか設骰されている。それでも夏の暑い日に授業に集中することは難しい。ましてや暑いmi々、特に教育環狐0)
整わない途上国の教室で学ぶことはどれだけ大変だろうか。この教育環境に課題を見出し、活動を始めた。各国の現状を調べ、低コスト、

しかも現地で材いが調逹できる装置の作成を目指した。ミスト式扇風機をはじめ様々な装樅の試作を試みたが、最終i'.1<Jにはペットホトルを

応川した装骰をつくり、実験を重ねた。実験は日本国内で行ったため、現地での実川検証はされてはし、ないが、作成した装樅によっで至内

温度を下げることには成功した。

［担当者より］

叫）＜調査班と実験班とに分かれ、それぞれか意欲1『Jに活動を行った。装置作成過程では度重なる失敗にもめげずに、繰り返し実験を重ね

ていた。装岡作成、実験に集中するあまり、本来の目的を忘れ、活動報告が遅れることもあったか、一つのことに狐中する熱應は伝わって

きた。この熱意が次につながることを期待したI.,、。（仲本 仕子）

「汚れた水を生活｝甘水にするj

［活動概要］

世界には水に困ってし，ヽる人が多くしヽる。何時!HJもかけて水を連んできても、それが生活に使えるきれし、な水とは限らない。どこの国でも

簡単に手に入る道具で水をきれいにできる装樅をつくれたら、きっとその人たちにも役に立ててもらえるだろう。この息いから活動が始ま

った。様々な調査を重ね、装骰を作り、パックテストを川しヽた水質検査を行った。息うような結果が柑られなし、時には、メンバー同~L:;意見

を出し合い、何度もチャレンジした。最終的には、泥水を生活川水レベルにする装附を完成させ、装置の作り力から、水質の検査までを英

語の字紺をつけて動画にまとめた。

［担当者より］

チームワークのとれたクループでそ九ぞれの特技を生かし活動してし、た。「汚札た水をきれし斗こする」としヽう仙象的なテーマを、 J見科教

員の助けを得ながら根気強く具体的な数字で表すまで探究した。汚れた水を飲水にまてにしたし＼としヽう息し＼を次につなげてほしし＼。 （｛中本

仕子）
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噂しそうめん試食会～ハラール対応を 1ご1指して～」

［活動概要i]

坑坂ではインドネシアなどの姉妹校の生祉を招学生としで受け人れている。彼らは日本食に興味を持っている一）］で、日本におけるハラ

ールのレストランは多くはなしヽとしヽう現状がある。そこで、招学化にも安心して日本食を伐べてもらし、、そのなかで交流もできたらとしヽう

ことで、「ハラールフード」の考案をした。

まず実際にハラールレストランで実食し、インタビュー丸りをしたうえで、めんつゆの試作をし、オリジナルのハラールつゆを考案した。

また、筑坂性の野菜を）くぷらにし、一緒にふるまうことにした。実際に紹学生を招しヽて、ふるまったところ如＇．，ボであった。

［担当者より］

「ハラールフート］として、オリジナルのめIvつゆを考茶し、招学生も安心して食べることができるようにした息、また、流しそうめん

としヽうユニークな形式にすることで、 I司時に交流もできるようにT夫した点が註価できる。 しかしながら｀オリシナルのめんつゆ考楽の除

に、ムスリムの人に意見をもらうなどすると、両外出身の人もなじみの味により五づけることができたのではなし、か。（高Jjll 啓→ー）

「JICAって何？」

［活動慨叫

このクループは、 JICAの活動につしヽて調査をした。筑坂には、 JICAo)冑年而外協力隊を経験した教員がいるなど、／」．徒にとってIJ//1い

たことのある JICAではあるが、実際にどんな活動が釘われてしヽるのかについて知る機会が多くないとしヽうことから、このテーマに決定し

話動は、まず下調べをしたうえで、まずJICA地球ひろば0)一般公閲に参加したが、より詳細に調査をしたし＼との息し、から、 JICAの1J、J

容をはじめとし、高校生かできること、世界が直面する様々な課凶について、 JICAO)訪間プログラムに参加し、間き取りを行った。発表

では、それらをまとめ、 JICAの取り糾みを紹介した。

［担訂者より】

JICA地Jよ広場に2度参加、間き取り調査を行い、発表会で図なとを川いて紹介したことで、 JICAについて社'::しく知らなかった生徒も、

JICA O)江動につし、て知ることかできた。しかしなから、専門川話か多くわかりづらい点があり、調杏したことを中心に発表してしまった

ため、 T-GAPの“アクション”の名fl¥分が1州j確に表現できるとより良し、ものになるのではないか。

「筑坂の PVをつくろう」

【活動概叫

（高畑啓ー）

筑坂のホームページには、 1l:1tl翡襟からの祝、点が多くなし‘としヽう分析から、言菓では伝えられなし、学校の雰囲気を、 J:_徒 ,~1 線で動訓にす

ることによって伝えようとした。また、詔学生も多く受け人れてし、るとしヽうことも路まえ、説明を英訳したものを動訓のテロップとして）JI I 

え、外l団の力.にも伝えることを目指した。

PVの内容としては、それぞ九の系列の授業風般とともに院明を加えることとした。その際、グループ内で分担をし、 PVに仙川する写真

の収梨、説咀およびその英訳、動圃の編集に分かれ、活動した。

完成した PVは、生徒目線で系列の授業を紹介しており、その授業の特色や面白さを伝えようとしていた。

［担胄者より】

とてもわかりやすく、筑坂について紹介する PVが＇元成した。動両の編集も試行鈷諒を繰り返し、より発表会における他化徒の評価も奸

許なものが多く、 目椋として設定したものに近づしヽてしヽる。

ーカで、坑坂の生紘だから」し慇する部分もあり、学佼につし‘て何も知らなしヽ外部の方の視点を意識することも必要であった。

「東原オリンピソクを見樹えた、外国人向けピクトグラムの作成」

［・活動概要］

（麻畑啓―-)

2020年の東）仄オリンピックの間倍に伴し‘、日本にますます外国人訪間者が増加する背景から、外国人にもわかりやすし、オリジナルのピ

クトグラムの作成を試みに。既仔のピクトグラムを参考に、手を加えて罪iり吊しやす＼，ヽピクトグラムの作成をした。一例として、 1閃：＇刑所、術

物受取所、レジの場所などである。その上で、槻存ものとオリシナルのものを比較し、どちらがより刑解しやすしヽかを卜野のI汀立西袢美術

飢伯にて、外国人観光客を対絞に災晶で街頑インタビューを行った。

砧果、 l此介のものの力が「わかりやすし、」息見が多く見ら札たものの、オリジナルのものを支持するピクトグラムもあった。インタビュ

ーの院に、芙晶での質11¥J瑣1=1づくりや外国人に砧しかけるなと什］したちにとっては挑戦も多かった。とのような、丸が外国人にはわかりにく

く、 l1°iJII,りにわかりやすくすることかできるのかを考察するために必要な閏報を実践から得ることかできた。

［担虚者より］

東恥オリンピックに向けて何かしたし、と l,ヽう気打ちから始まり、高校生の白分たちができることは何なのか、 !'l己禍足に終わるのてはな

し、かとしヽ う荻翡の中でn1側を進め、'''!初はク｀ループ1J、]での温度尼もあった。鮎果、ピクトグラムとしヽうテーマを自分たちで探し出し、夏休
みIいも柏枷的にグループ話動を行ってし、た。また、伽唄インタヒコーも「挑戦」が多し、か、丈｝地に至った生徒たちの熱翌と努力をげ価した

し、。（安）I幕愛）
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「日本の便利グッズを動画で紹介」

【活動概要］

通常、外国人が知る日本とは「冨士山」や「サムライ」などであるが、外国人にまだ知られていない日本の技術力や発想力をアピールし

たいと考えた。そこで、日本の便利グッズ（例：みかんの皮むき器など）を紹介する寸劇の動画を作成し、公間をした。グッズの選定、英

語での台本作り、英語での字幕づくり、撮影などを根気強く英語教員の添削も受けながら実施に至った。動圃を評価してもらうため、外国

人観光客の多い埼玉県川越市で街頭インタビューを計画していたが、トラプルにより実施には至らなかった。しかし、本校の留学生に対し、

動画を見せた上でインタビューを行い、大変肯定的な評価を得ることが出来た。我々日本人も知らなかった便利グッズが爺仕介されていたり、

寸劇も興床を惹くよう工夫があり、外国人だけでなく我々も楽しませてくれる企圃であった。

【担当者より】

自分たちも楽しみながら活動したいという気持ちが強いグループであり、英語での作業に苦戦はしながらもとても恨気強く活動をしてい

た。便利グッズも外国人が手に取りやすい 100円ショップのものを選定し、それを実際に使用する寸劇を迎してその利便性を伝えている。

さらに、冒頭には日本の技術がなぜ発展していったのか、日本人の気質にも触れていた。校内の英語教員（外国人）や留学生の協力も得な

がら活励することができる、行動力があるグループであった。（安藤 愛）

「国際結婚の現状と課題」

【活動概要］

日本の結婚率が減少しているという現状を知り、その上昇のためには「国際結婚」も選択肢に入れられると提案した。国際糸府婚の利点や

現状を知ることで、国際結婚について浸透させるとともに、ハードルが高いものである価値観を変えていくことが必嬰であると考えた。第

1に、本校2年次生を対象に結婚や国際結婚に対する印象についてアンケートを行い、結果を集計した。第2に、外国人男性と奇翡婚した日

本人女性（本校生徒の母親）および本校外国人男性講師（日本人女性と結婚）の立場の異なる二者にインタビューを行い、国際結婚の実体

験を把据した。それらを情報誌の形にまとめ、本校生徒とインタビュー協力者に対して還元を行った。その上で、今後結婚率を上げるため

にはどうしたらよいのか考察をした。

【担当者より】

アンケートの作成、実施、集計まで相当な労力があったが、より情報誌として見やすくなるように努力を惜しまなかった。また、身近なと

ころでインタビュー相手を見つけ、より国際結婚への抵抗をなくすという工夫も見られた。「本校はSGHだからこそ“コミュニケーション

が取れないから国際結婚はしたくない”ではなく、興床を持ってほしい」というグループのまとめを読み、彼らの大きな成長を感じた。（安

藤愛）

「ユニバーサルデザインを取り入れだ学校案内」

【活動概要】

本校は専門科目の実習教室などが多く、校舎も順序よく並列しているわけではないため、在校生でも慣れるまで迷うことが多い。）JIIえて

外翌IIから訪間される方も多く、外国人謂師の方や留学生が訪れる機会なども多いため、何かと不自由を感じる場面が多い。そこで、校舎の

案内を改善し、誰でも各教室の種類が判別できるよう、わかりやすいマークを考案し、それに英語標記を加えることなどを計画して夏休み

中から作業を開始した。

作業内容は、①教室数や配樅を確認する。②マークと地図を製作する。③マークの素材を選ぶ。④校内案内l図に、マーク・英語名・日本

け廿名の標記をする。⑤各教室にマークを配置する。といったものである。 9月の文化祭での褐示を目標に作業を進めて行った。校内地図作

成やピクトグラムの案を完成させるために改善に改善の苦労を重ねた。その間には一部のメンバーに偵担がかかることも多くなったが、文

化祭では大型プリンタによる校内掲示も行われ、計両の通りに達成をすることができた。

【担当者より］

文化祭での案内掲示は叶ったが、事後アンケートによると予想外に校内の反応は低かったようだ。文化祭迎営に心蒋われている在校生に

対しては、事前の地図の存在アピールが不充分でもあり、地図は文化祭の装飾に勝てなかったようだ。

アンケートは外部の方に対して行うと良かったのではないか。また、文化祭の終了とともに掲示ははずされてしまったが、その後も褐示

を継続してみると反応は違ってきたかもしれない。（後藤 巻子）

「資源ゴミとリサイクルについて」

［活動概要】

ゴミ拾いのボランティア活動という班員に共通した経験を生かし、ゴミを減らすことへの啓発行動を企画内容とした。班員の一人が夏休

み中盤にシンガポールヘ短期留学が決まっていたこともあり、その間にも活動を進められるよう、国によるゴミ軽減意識に関する比較調査

を実施するという工夫を計画に糾み入れた。

計画は、夏休み前半にシンガポールと日本のゴミ間題を事前調査する。中盤に留学先のゴミ処理の様子やゴミ間題に関する法律調査、さ

らに住民に意識調査を行う。後半は文化祭、若菓駅、筑坂ホームページでのポスター掲示を行う。とした。

シンガポールでの調査については、それを待っことで全体の計画が進まないといった悪術環も多少生じたり、得た情報を日本人への啓発

につなげるために充分には生かし切れなかったと思われる。

班員の各々の家庭の 1日の生ゴミを計量して実数値を捻出するなど、地道な努力の積み重ねも行いゴミ減鼠の難しさを実感したことで、

分別の糸Illかさとリサイクル率の高さとの関係性をもとに資源ゴミヘの意識を高めることができた。

【担当者より】

アルミなどのリサイクルの方法などを調査しまとめている。しかしリサイクル率を上げるために、きれいにするために、何をするべきか

といった部分はまとめとして述べられていない。（後藤 巻子）
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「アボプ）ド嫌しヽ によるアボカド嫌しヽ 0)ためのアボカド料咄」

［活動概要】

食べ物の好き嫌いをなくすことを提案することを目的としてプロジェクトを開始し、その対象を次第にアボカドに絞っていった。

アボカドは世界で一番栄簑価が高い呆物であることがわかった。しかし、日本ではあまり食べられていないし、料理法もあまり知られて

し、なし‘。アボカドを嫌しヽ な人が多しヽ が、そもそも食べず嫌しヽ の人が多しヽ 0)ではなしヽか。では、而外での料刑法で美味しし噌［べ方を見つけ、

その料狸を食べることでアボカドを迎べる人か増えると期待した。

計両は、まずアンケート調奔により、アボカド好きか嫌しヽか、食べたことがあるかなし、か、アボカド料理を知ってしヽるか、どうしヽうところ

が嫌し、か、と徹底した“アボカドなぜ嫌し、か調査”を行し、、班員でおしヽしし、アボカド料刑を作り試食させ、“おしヽししゞ＇と忍わせた後、ア

ボカドの見）］が変化したか、促べたしヽと思えるようになったか、の事後アンケートで締めくくるとしヽうもの。班員で1月信作のアボカド料狸

を振る舞う姿はとても積極的であった。

［担当者より】

伐へ物の好き嫌いをなくすことに高校生はなぜー牛懸命取り糾いのか。しかし自分の好き虹帆、は直さない。私の長年の疑間である。この

班も計訓について何度も何度も話し合っていく中、班員の誰一人として 1句にアボカドを食べてみようともしなしヽので1開始はスローテンポ

であった。食べ物で釣るという手法は生徒には評価が高く、栄義的謂義のあとに試食させる方（去も良し、。但し、どの味だからどう工夫した

という説明がなし、のは不充分であろう。（後藤 巻子）

「自分の国が恋しくならなしヽように」

［活動概要］

1 年次でカナダ校外学習に行ったI~祭、現地で日本食を食べることができず、 1週間あるし、は2週間の滞在でも日本が恋しくなった。この

経験から、日本に来ている留学生や在IJ外国人の人たちも母国の叫刑を徒べたくなるのではないかと考えた。

本校にはよく東南アジア廂の切学生か来るため、東附アジア諸国に絞り、東武東」喝屈沿線にある東南アジア料理店を調べ、マップにまと

めることにした。

インターネットで東武東」囁沿線の駅から徒歩圏にある東南アジア諸国の料則店を調ぺ、店闊に電話をかげ、マップに記載する許可を取

った。また、いくつかの比舗には実際に訪れた。マップは模造紙にまとめ、川越駅に掲載させてもらった。

［担当者より】

グループメンバーの校外学習での実体験からテーマを設定した。留学生が来てしヽる時期ではなかったため、留学生たちか局国の料子里につ

し‘てどんな也、しヽを持ってしヽるのか間くことはできなかった。また、マップを掲載した効果はどれくらしヽあったのか測ることはできなかった。

今後本校には切学生が来ることもあるので、これで活動を終わりにするのではなく、継続して活動を行えるとし、し、のではなし、か。（熊倉 悠

貨）

「オーカニック野菜」

［活動概要l
人の身体はその人が口にしたものからできてしヽる。しかし、普段自分が口にするものがどのようなところで、どのような工程で作られた

ものかを意識することはあまりにも少ない。］年生のときに咋業社会と人1―!「jO)授業で枝豆を作ったこと、 2年化になり農業の授業で様々な

野菜を作ったことから、普段口にしている野菜について考えようというところからスタートした。

実際に調へ学習を進めてみると、有機JAS規格に適合したオーガニック野菜は、全てではないものの、股薬の使用が少なく、おいしく、

栄捉価も高しヽことがわかった。そこで、普段食べるものに閲心を向けてもらうことを目的にして、オーガニック野菜に1見lするポスターを作

成、各クラスに掲示することにした。ポスター掲示の即後で全生徒にアンケート実施したところ、オーカニック野菜について言菓は知って

いるものの、どのような野菜をオーガニック野菜というのか正しい知識を持ってしヽる人は少なしヽことがわかった。そのことから、改めて普

段1-:fにするものを意識して考えてみる必要性を感じた。

【担当より】

このグループはテーマの設定でとても苦労し、何度も担当教員に指導を受けてこのテーマにたどり培いた。実際の活動時間は短く、これ

から内容を深めてし、くことを期待してしヽたため、テーマ決定が遅くなってしまったことが悔やまれたが、そのプロセスのなかでグループを

連慇する力を身に付けられたのではないだろうか。（熊倉悠担）

「外来植物の活）IJ」

［活動概嬰l
日本には椋々な外来植物が存在し、これらの生物は日本の在来植物に悪影繁店を及ぼし、生態系を壊すことが間屈になっている。このよう

な外来植物を駆除し、生態系を賂えるためには多大な費川と労力がかかるため、それは進んでし・ヽないのが現状である。

そこで、外来生物の有効的な活川方法が明らかにな机ば、駆除が進むと考え、本校周辺に存打Lする外来植物を調査し、その活用方法を調

べ、それらを/Ill子にまとめ各ホームルーム教至に配置して木校生徒に周知することにした。

本佼周辺を実際に調査したのは、夏休み中であったため、植生している植物には限りかあったが、身近なところにも多くの外来生物が存

在してしヽることが分かった。その話川）j法を調べることは困難であったが、椋々な文献をあたり、まとめることがてきた。

【担当者より］

外来生物について農業系の授業で暫ったところから、身近にある外来生物に肺味を特ったグループである。農業系の授業を選択する生乱

が中心となってペアを糾み、役，判分担をして話動を進めることができた。時間がなく話JI]方法を調べるたけにとどまってしまったか、実際

に l~I 分たらで活川してみたり、新しい活川方法を考え出したりてきるとよかった。（熊倉 悠貨）
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「アボカト嫌¥;ヽ によるアボカト嫌しヽのためのアボカド料理」

［活動概要］

襄ぺ物の好き嫌いをなくすことを提案することを目1'.1りとしてプロジェクトを開始し、その対象を次第にアボカドに絞っていった。

アボカドはJJt界で一番栄義価が高い果物であることがわかった。しかし、日本ではあまり食べられていないし、料理法もあまり知られて
しヽなし‘。アボカトを鎌しヽな人が多いか、そもそも食べず嫌いの人が多いのではなしヽか。では、而外での料刑法で美味しい食べ方を見つけ、

その料・J開を貸べることでアホカドを食べる人か増えると期待した。

計圃は、まずアンケート調杏により、アホカド好きか嫌しヽか、食べたことがあるかなし、か、アボカド料則を知ってしヽるか、どうしヽうところ

か嫌・しか、 と徹底した“アボカトなぜ嫌・しヽか調査”を行し、、班員でおしヽししヽアボカト‘料理を作り試食させ、"おしヽししぐ＇と思わせた後、ア

ボカドの見）］が変化したか、食べたし、と息えるようになったか、の事後アンケートで締めくくるとしヽうも(})。班員で自信作のアボカド料理

を振る舞う姿はとても積極的であった。

［担当者より】

食へ物のク［き鎌・しヽをなくすことに高校生はなぜ一生懸命取り組む0)か。 しかし自分のク［き嫌しヽは直さなし、。私の長年の疑間である。この

班も叶訓につしヽて何度も何度も話し合ってしヽ＜中、班員の誰一人として•向にアホカトを食べてみようともしな\;、ので/jり始はスローテンポ

であった。貸べ物で釣るという手法は生祉には評価が麻く、栄捉的講義のあとに試森させる方法も良い。イ且し、どの味だからどう[夫した

という説明がないのは不充分であろう。（後藤巻子）

「自分の国が恋しくならないように」

［活動概要］

1年次でカナダ校外学習に行った際、現地で日本食を食べることができず、 1迎間あるいは2週間の滞在でも日本が恋しくなった。この

経験から、日本に来てしヽる紹学生や在日外国人の人たちもlり国の料理を食べたくなるのではないかと考えた。

本佼にはよく東南アジア圏の招学生が来るため、東南アジア諸国に絞り、東武東」口線沿線にある東南アジア料理店を闊べ、マップにまと

めることにした。

インターネットで東武東」ュ線（合線の駅から徒歩圏にある東南アジア諸国の料理J舌を調べ、店舗に電話をかけ、マップに記載する許可を取

った。また、しヽくつかの店舗には実際に訪れた。マップは位造紙にまとめ、川越駅に掲載させてもらった。

［担当者より】

クループメンハーの校外学署での実体験からテーマを設定した。留学生が来ている時期ではなかったため、留学牛たちか月国の料理につ

しヽてどんな息しヽを特ってしヽるのか間くことはできなかった。また、マップを掲載した効果はどれくらいあったのか測ることはできなかった。

今後本校には留学生が来ることもあるので、これで活動を終わりにするのではなく、継続して活動を行えるとし、いのではなし、か。（熊倉 悠

）
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「オーガニック野菜」

【活動概要】

人の身体はその人が1二lにしたものからできている。しかし、普段向分が 1::iにするものがどのようなところで、どのような工程で作られた

ものかを意識することはあまりにも少ない。 l年生のときに面業社会と人間の授業で枝豆を作ったこと、 2年生になり農業の授業でi浪々な

野菜を作ったことから、普段IJにしてしヽる野菜について考えようとしヽうところからスタートした。

実際に調べ学習を進めてみると、有機JAS規格に適合したオーガニック野菜は、全てではなし、ものの、農薬の使川か少なく、おいしく、

栄義価も高しヽことかわかった。そこで、普段食べるものに1肘心を向けてもらうことを目的にして、オーガニック野菜に関するポスターを作

成、各クラスに掲示することにした。ポスター掲示の前後で全生徒にアンケート実施したところ、オーカニック野菜について言虻は知って

いるものの、どのような！抒菜をオーガニック野菜としヽうのか正ししヽ知識を持ってしヽる人は少なしヽことがわかった。そのことから、改めて普

段口にするものを意識して考えてみる必要性を感じた。

［担当より】

このグループはテーマの設定でとても苦労し、何度も担当教員に指導を受けてこのテーマにたどりオ罰ヽた。実際の活動時間は短く、これ

から1)、］容を深めていくことを期符していたため、テーマ決定が遅くなってしまったことが悔やまれたが、そのプロセスのなかでグループを

辿営する力を身に付けられたのではないだろうか。（熊倉~ 悠良）

「タト来柿l[物の話川」

［活動概要］

日本には様々な外来植物が存在し、これらの生物は日本の在来植物に悪影粋を及ぼし、生態系を欺すことが間題になっている。このよう

な外来植物を駆除し、生態系を幣えるためには多大な費川と労力がかかるため、それは進んでいなしヽ0)が現状である。

そこで、外米生物の有効的な活川方法が叫らかになれば、駆除が進むと考え、本校周辺に存右玉する外来植物を調査し、その活）廿方法を調

べ、それらをll!l子にまとめ各ホームJレーム教奉に配骰して本校生徒に）鴫11することにした。

本校）月辺を実際に調査したのは、夏休み中であったため、植生している梢物には限りかあったが、身五なところにも多くの外来生物が存

在していることが分かった。その活川方法を調べることは困難であったが、様々な文献をあたり、まとめることがてきた。

［担当者より］

外来生物について股業系の授業で習ったところから、身近にある外来生物に興味を持ったグループである。股業系の授業を選択する生徒

が中心となってペアを組み、役仰j分担をして活動を進めることができた。時間かなく話川方法を調べるだけにとどまってしまったが、実際

に自分たちで活川してみたり、新しい(』)ll方法を考え出したりできるとよかった。（熊府 悠貨）
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「動物の殺処分について」

【活動概要】

世界的にみて、日本はペットの殺処分が多いことに課題意識をもち、殺処分が行われていない海外の事例とくにドイツの事例を調査しつ

つ、坂戸市内の保健所にインタビューに行き、日本での現状を調べるとともに、殺処分ゼロにむけた活動を行うボランティアにも参加した。

それらの経験をもとに、殺処分を日本でもゼロにしていく方法について考察、提案を行った。

［担当者より］

実際に、保健所へのインタビューを行い、ボランティアにも参加するなど、調べ学習と提案だけで終わらない活動であったところが評価

できる。現在、 PostTi-uth時代と言われているが、現場に赴き、話を間き、自分たちで考え行動していく姿勢は、 Post "Post 1¥・uth "時

代を担う力をつけていくものであり、 T-GAP活動の終了後も大切にしてほしい。（建元 喜寿）

「洵外の皆さんとスシパーティーを楽しむ」

［活動概要】

本校には、毎週水曜日の昼食時に「イングリッシュランチ」、放課後に「イングリッシュカフェ」と称して、 ALTと一緒に英会話を楽し

む時間が設定されている。しかし、部活動で参加しづらい場合や、固定メンバーの参加が多くなるとあとから入りにくいという場合もある。

そこで、日本の伝統的な食である寿司を活用した留学生やALTの先生との交流を、時間的余裕がとれる夏休みに実施するというのが木活

動である。

圏校生としては、予籐が限られているなかで食材を確保するため、自分たちでキュウリやエゴマなどを水やり当番を決めるなどし、実際

に畑で栽培し、手巻きずしの食材として活用した。夏休み中に、 ALTの先生やご家族、同学年の生徒にも声掛けを行い、無事、スシパー

ティーを開催することができた。

【担当者より］

自分たちで課趙を設定し（イングリッシュランチ以外の交流方法の提案、予舞の制限の栽培による解決）実践できたところが良かった。

また、最終的に、多くの参加者でパーティーを実施できたところが良かった。メンバー間の協力も良くできていた。（建元 喜寿）

「グローバルとは何かを本から学ぶ」

【活動概要】

グローバルとは何か、グローバル人材とは何か、 このテーマを考えていると答えのない無限ループに陥ってしまうことがある。 ~GAP

で求められているこの「G」を考えていくときに、この「G」についてまとめられている書籍を読みこなすことを考えた。班員が 「G」に

ついて書籍を探り、「グローバルを考える際におすすめの本」としてプックリストをまとめた。

これらの本のなかで、校内の図書館に所蔵されているものには、ポップなどを作り解説を加え、他の生徒もグローバルについて考える際

の参考になるような活動を行った。

［担当者より】

グローバルとは何かを考え向き合った結果、自分たちで定義してみようという考えに至った。そこで、各人が関連書籍を読み、共有しあ

いグローバルとは何かについて考えていった。そして、その結果を友人たちと共有できた。グローバルということを見つめ直し、それを他

者と共有し学びあう良い活動であった。（建元 喜寿）

「外来種について」

［活動概要】

生物多様性保全を進めていくうえで、外来種対策は欠かせない生態学分野における緊急の課穎である。国内外に分布している外来種につ

いて、原生地と侵入先を世界地図にまとめ、地球規模で見える化を行った。また、外来種問題では、おもに日本への侵入種にスポットが当

たりがちであるが、日本から逸出した種もある。 これらも含めてポスターを作成し、さらに昇降口に掲示を行い校内で共有した。

［担当者より］

外来種問題は、今後グローバル化がさらに進んでいく世界にあって、さらに重大性・緊急性の高いテーマである。生物の移動を地球規模

でとらえ視覚的にとらえやすくまとめたところが評価できる。また、それを生徒が見やすい場所に掲示したことも評価できる。

今後、外来種問題はさらに拡大していくと考えられる。 T-GAPの活動だけではなく、卒業研究また進学先での研究テーマになりうるも

のである。グループのメンバーのうち一人でも多くのメンバーが T-GAP後も外来種問起に関わっていくことをのぞんでいる。（建元 霧寿）
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【資料6】 GAP活動ヒアリング 質問項目と評価の観点

ヒアリング1'(町暉目と罰配）観点）

「これから 3つ質問をします，. 1つすつ質朗していきますのて、指名され尼人は答えて下さい．」

※3つの困問の受け答え中にチェックする事1負

1 . 邑要遠い・芭莱の朗年 （両万で 1点） 話す疇 (0-2点）
ふ直疇虚鱈諷嘉讀恥（国------〉
_3 ___戦聰苗豆て話をfl;iLl,rlこいるか（］点）

--------------------------------------
ダ ー一

------ r削く見渡 (Q-1点）
4, ヒアリン しふさわしい服装か (1点）
5. 詰を11--llくこきの姿勢IJ:よいか (1点）

}--. ------ --------------
外児 (0-2点）

合計 5点満点

[!, 割逍梵見力］
11 

項目 1: 花なだはこの活軋りを通していろいろな社会諜題にも!!,Jiいを持つことができたと彬います．，そのうちの一つを奥体的にあげてください，， まだそ
の社会課題に苅する自分0)考えを呉体的に説明してください

評価の観点
I 

兵体的な社会課題について

炉価

社会課題の内容が

2
 

社会課⑱こ対する自分の老えについて

っ)
＼ 
＼ 考えの内容が□三三〔三三三4

~5 

［アイテアカ企画力）
Ii 
項目2:あなたはこの活動において、自分なりに工夫したり、努力したことは伺ですかそのうらの一つについて貝体的に述ぺてくださいまた、あ
なたの工夫や努力によって活肋iさとのように変化しましたか

評価(J)観点

具体的に工夫や努力が

評価

T夫や努力の内容が

2
 

グルーフ活動の変化について

変化の内容が

3
 

4
 

＼二□王 5
［テームワーワカl
II 
項目3:これまでチームとして活動しましたあなたはメンバーと協力して活勤することができましたか．，「できた」「できなかった」について具体
0りな浬由をあげて釈朗してくださいまた今後このようなクルーフ活勤がある1配合、気をつけたいこと、意謀したいことを呉体的に説B且してください，、

評価の観点

協力することが

。

2
 

っ
3

2

っ3

4
 

t=三二~s
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［資料7】 卒業研究冬休みの宿題指示書

卒業研究冬休み宿題

1 . 情報カード 10枚

先行研究を読み、情報カード（要約・引用どちらでも可）を10枚作成する。

2. レポート作成

先行研究を読んだ上で、レポートを作成する。（「研究」ノート p44・45参照。ただし、

綿かい体裁等の指定は異なる部分もあるので、以下の注意事項を守ること）

▼内容
---.. 一Uプーマ
②勲機：・目的

③先行研究のまとめ

④自分の研究の流れ・計画・方法→「研究」ノー 1、p42参照

⑤引用・参考文献

▼体裁

①用紙サイズ ：A4紐長横書き

②フォ ント ：1 0. 5ポイント MS明朝体

③文字郡と行数 :40字X40行

④余白：上下左石30mm 

※文章は、常体（だ、である体）で書く

※Microsoft ¥f¥Jordで作成可る

⑤表紙を付けること

⑥提出枚数： 2枚（表紙は校叡に名め昼い。 1校でも3枚でもなく、 2校であること。）

▼提出期限

1月11日（水） LHRのときに体裁を整えて印刷し、ホチキスて止めたものを提出

▼評価のポイント

基準A:研究テーマ

到達度 レベルの説明

゜
研究テーマが示されていないc

1 
研究テーマが示されているが、明確には表現されていない。

もしくは、研究範囲が広すきるため扱うことが困難である。

2 
研究テーマが明確に示されている。研究課題は効果的に扱うことがてき、よく

的を絞ったものとなっている。
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